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学校経営を活性化させる学校研究の在り方
一 教員の自主性を育む校内推進体制の検討一
学校力開発コース (10220920) 中 川 裕 幸
教員の多忙,世代問罪離といった学校内における諸問題が,学校研究推進を阻害する要
因として挙げられる｡本研究においては,年齢バランスを欠く職員構成や研究に対する教
員個々の温度差等,学校の状況を踏まえつつ,教員の自主性を高めながら協働体制を築い
ていく方策を検討する｡さらに,学校経営を活性化させていく学校研究の在り方について,
確かな教師文化の伝承という観点から考察する｡
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在
国立教育政策研究所の ｢校内研究等の実施状況
に関する調査｣1)によれば,校内研究の課題とし
て多忙を挙げている割合は,33.9%に上る｡
また,山形県における教員の平均年齢は 40代
後半から50代前半がピークとなっており2),年齢
構成に歪みが生じている｡今後ベテラン教員が大
量に退職し,若手教員が増加する学校で,教師文
化が正しく伝承されるかという点が危倶されてい
る｡
(2)研究の目的
そのような諸問題を踏まえながら,教員の自主
性を育む学校研究の推進体制を築くことで,学校
経営を活性化させていく方策を探ることが本研究
の目的である｡そのため,共有化のプロセスと世
代間交流に焦点を当てて検討していく｡
(2)研究の方法
本目的を明らかにするために,以下の3段階を
設定しアプロー チしてい く｡
まず,文献における先行研究の調査を通して,
学校経営を活性化させる学校研究の校内組織と教
師個々の自律性について検討する｡
次に,教職専門実習や現任校における学校研究
の実際の場面での観察や分析を通して,学校研究
を活性化させる要因を探る｡
最後に,現任校における学校研究推進プランの
作成と改善を通して,効果と課題を明らかにする｡
2 先行研究の検討
(1)学校経営を活性化させる学校研究
北神(2010)は,｢校内研修は,(中略)教師集団の
協働体制の促進や学校の組織革新-と結びつく活
動として位置づけられるものであり,学校づくり
につながる活動である｡｣としている｡これは,学
校研究の活性化が,学校経営の活性化-と結び付
くことを示しており,また,学校研究において教
職員の協働体制をどう構築するかが鍵になること
を示唆している｡
(2)学校研究活性化の成立要件
学校研究とは,]㍍申(前掲)によれば,｢具体的な
教育事象や問題状況が生起する学校を場として,
その空間と時間を共有する教師集団の協働的 ｡問
題解決的活動として進められる｣とされる｡学校
研究は複数の教員の共通理解を図りながら,決ま
った期間の中でともに創り上げていく組織研究と
して推進していくことが重要である｡
しかし,一方では教員の研究に対する向かい方
は多様であり,教師個々の課題と学校研究として
取組む課題を擦り合わせることも,推進していく
上での大事な要素になる｡伊藤(1990)は,最初の
校内研修の場で了教師は子どもたちを教えること
に非力であることを自覚すること,研修は自分自
身のためにおこなうこと,子どもたちと誠実にむ
きあう授業を志向すること｣を提案している｡そ
の取組は教員個々の経験から出発し,自分の研究
課題の実践と共同による検討を繰り返し,自己変
革を促すことである｡前島(2006)は,｢校内研究で
よい授業の形を急ぎ求めていくと,授業のまとま
りや調和,完結性といったものに目がいき,一人
ひとりの教師のよさや持ち味が軽視されることが
ある｣ と警鐘を鳴らしている｡教師個々の持ち味
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が発揮される研究,そのための普段着の授業-の
志向も提唱しており,それが学校内の教員間で共
有されることが重要であると考えられる｡
3 実践と結果 (明らかになったこと)
教職専門実習 Ⅰ,ⅡにおけるF小とY小,二つ
の学校の学校研究の実際と現任校における聞き取
りや授業観察から,学校研究活性化の具体的な道
筋を検証するとともに,それぞれの学校研究の状
況を分析した｡
(1)教職専門実習における調査と分析
①F小の学校研究
F小は,子どもの内面を洞察し,一人ひとりの
子どもの学びのス トー リー を描きながら,それを
支える教師の行為について具体的な子どもの姿で
検証している｡F小の学校研究推進には,以下の
特徴がある｡
a)学校経営の中核を為す学校研究
F小は,学校経営の中核に学校研究を位置づけ,
学校教育活動全体で学校研究の有り様を検証して
いる｡それは,学校教育目標に研究主題が示され
ていることに如実に表されている｡常に子どもの
育ちを意識した教育活動が,授業を中心としなが
ら,学校全体で展開されている｡ 一方では,子ど
も一人ひとりの育ちを大事にしているため,学級
の独自性が尊重される｡どのクラスも,学級の子
どもの実態をもとにした ｢学級カリキュラム｣を
作成しており,それぞれのクラスごとめざす子ど
もの姿を描いている｡授業づくりが学校づくりの
基本にあること,徹底して子ども主体,学級主体
であることが,学校内で共有されているのである｡
b)学校研究の協働組織
F小では,学校研究において常に複数で検討す
る場が保証されている｡研究推進の母体は教科部
だが,研究内容の深化のために,教科の枠を超え
た部会制も採用している｡全体で授業を見合いな
がら話し合う機会を持ちつつ,少人数による学び
合いを確保することで,より効率的に授業研究を
進めていくことを意図している｡F小に今年度新
任で来た教師は,何度も授業をし,何度も校内の
授業を参観して,子どもの学びのス トー リー を意
識した授業の在り方を,具体的な子どもの姿を通
して学んでいったとい う ｡ F小の研究部長から,
｢研究の理念を共有するために,授業を見合って
子どもの事実で捉えたり,各種の話し合いを通し
て確認したりしていく｣ という話があった｡F小
における学校研究の根幹は,子どもの姿を通して
教師同士が教え伝え合うことであり,その校内体
制が充実していることが挙げられる｡
②Y小の学校研究
Y小の教育は,子どもの真の自立を目指し,学
校としてめざす子どもの姿と学校研究としてめざ
す子どもの姿とを重ね合わせながら,教育活動全
体を通して子どもを育成していることに特徴があ
る｡教師はそれを共有し,児童-の関わりがその
自立を育んでいるか指摘し合いながら,教師とし
ての力量を高め合おうとしている｡
a)事実による学び合い
Y小の授業研究は,子どもの思考がある授業に
なっていたか,そしてそれ-の教師の関わり(教師
の "出"と"待ち")が有効に働いていたかを,チ
どもの具体的な姿(発言やっぶやき,行動等)で問
い合うスタイルである｡そのため,全員が授業を
精密に記録し,その記録をもとに話し合いに臨む｡
事後研究会では全員が自分の考えを述べるが,そ
こでは話し合うための資料(授業記録)が全員手元
にあることで,容易に話し合いに参加できるよう
になっている｡
b)日常性-の再帰
Y小では, 研究授業を日常的な授業の質を向上
させること-と再帰させることを強く意識してい
る｡常に子どもの思考を保証した教師の "出"と
"待ち"を意識しており,それを通して子どもの
真の自立を授業の中で実現しようと試みている｡
しかしながら,研究授業とは違い,普段の授業は
担任一人で子どもの指導に当たるため,どうして
も気づかない,目に見えない子どもの姿がある｡
それを自覚的に捉えているため,日常的に教室を
開き,授業を見合い,授業参観を通して見た子ど
もの姿や教師の関わりを職員室等の場で検証する
ことが日常的に行われている｡また,授業以外の
縦割り班活動等においても,全校生の姿をめざす
子どもの姿と照らし合わせて,全教員が学校全体
としての子どもの育ちを厳しく問い合っている｡
そこには,子どもの育ちに責任を負う教師が,互
いに厳しく指摘して教師自身も高まり合いながら,
真に自立した子どもを育てるという共通認識のも
とに実践を積み重ねる営みがある｡
(2)現任校K小の学校研究
院生という立場から客観的な眼で現任校である
293
K小の研究授業を参観するとともに,校長や研究
主任,副主任に聞き取り調査を行い,現状把握を
試みた｡
K小の学校研究は授業を中心とした研究であり,
授業における児童の変容に主眼が置かれている｡
そして,研究を推進してい く組織の土台は,普段
から関わりの多い学年集団を基本にしている｡そ
こには,様々な経歴の教師メンバーがおり,学年
主任を中心としながら,メンター制度的関係によ
って,互いのよさを引き出し,役割分担をしなが
ら学年の教育活動に取組んできている｡
それに加えて,今年度は 1,2年担当教員が,
学年の枠を超えて低学年部としての研究集団を自
主的に組織し,活発な研究会を行ったという事実
がある｡
K小の研究授業後の研究会では,教師の指導 ｡
支援が話題の中心となっている場面も見られる｡F
小やY小の研究の特徴である子どもの学びが育ま
れたかという視点や,事実にもとづく話し合いが
為されることが少なかった｡ また,学年中心の学
校研究であるため,学校全体での学び合いにおけ
る深まりが少なかったという声が聞かれた｡
4 考察
前章までに述べたことを踏まえ,学校研究活性
化に向けたポイントは,以下の3つであると考え
られる｡
(1)主体性を育むプロセスの共有
学校研究における多忙を軽減するためには,内
容を削るだけに止まらず,研究の在り方を共通認
識するプロセス-と目を向けて,教員の合意形成
を図ることによって多忙 "感"が軽減されると考
える｡
例えば,教師が主体的に取組む学校研究にする
ために研究テーマの共有は欠かせず,それが教師
個々の必要感にもつながっていく｡F小とY小と
も,そのことについて何度も校内で話し合いをし
ながら,授業研究や事後研究会など具体的な取組
を通して,研究テーマを確認していったという｡
そうした共有化のプロセスが,学校研究-の教員
の自律性と主体性を大きく規定していくものと思
われる｡
(2)学校文化を伝える柔軟な組織
学校文化を吸収するのに,同僚教員(先輩教員)
の存在は欠かせないし,そのような場としての学
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校研究の存在意義は大きい｡多くのベテラン教師
が現場で実践されている今,学校研究を中心とし
て教師文化を継承していく場を活性化させていき,
今後その文化を若い教員にも伝え,授業の質も学
校の質も維持してい かなければならないと考える｡
そのためには,気軽に話し合える場の設定が重要
である｡
F小 Y小ともに話し合いをする場は多い｡Y小
は小規模校のため,職員室が交流の場となり,イ
ンフォーマルな形での話し合いが盛んに行われて
いる｡F小は校内に学校研究について話し合う場
が数多く設定されていて,教科で,学年で,全体
で話し合う機会がたくさん確保されている｡
学校研究における柔軟な組織を編成すること
によって,自然な形での話し合いが生まれ,世代
間交流を活発化させてい く ｡ それが喫緊の課題で
あると同時に今後の学校の在り方としても大事に
なる｡
(3)課題矯正思考から学校リソー スの活用-
山形大学教職大学院の三浦登義-准教授は,山
形市立第四小学校公開研究発表会(2010年12月1
冒)のシンポジウムで,｢過去の実践に学ぶこと｣
の意義を説いていた｡また,同じく山形大学教職
大学院の出口毅教授は,K小の校内研究全体会
(2009年2月19日)において,学校規模も教育リ
ソー スと捉え,それに合わせた学校研究の必要性
を説いた｡
両者の意見を統合すると,それぞれの学校には
長年積み上げ,今も残っている学校としてのリソ
ース(資源)があり,それを有効に活用しながら,
互いに高まり合う場としての学校研究を指向して
いくことと捉えることができる｡
学校の課題を矯正するとい う,負の側面からの
出発ではなく,学校としてのメリットを最大限生
かしながら学校研究を推進していく｡ 資源の掘り
起こしに目を向け,それを学校研究の中で価値づ
けることが,その学校における将来の学校研究の
方向性をも規定する要因になると考える｡
5 到達点と課題
(1)到達点(明らかになったこと)
①研究テーマの策定とその位置づけ
教員間で共有しながら設定された研究テーマを
継続して意識化を図るためには,学校経営におけ
る立ち位置が大きな鍵になる｡学校経営と学校研
究とを明確に,強固に関連づけることによって,
一過性ではない,その活性化を継続させる大きな
要因になる｡
②協働的な運営組織
教師個々の自律性(授業力向上,学級経営力の
推進,専門性の発揮等)と組織の活性化(学校教育
目標の実現,教職員集団の満足度等)を保証してい
くことが,学校研究のみならず学校における教育
課題を解決していく上で重要である｡教師同士の
共有化 ･納得性を高めながら,常に話し合いがで
きる人的 ･物的環境を整える必要がある｡
また,学校内の組織は今後の校内体制を考える
上でも重要である｡世代間をつなぐ役割としての
学校研究の役割も重要度を増していく｡
③事実による学び合いと日常化
教師の技術だけが先行するのではなく,子ども
の学びが促進されたかどうかとい う事実によって,
教師の手立ての有効性を学び合うことが,日々 の
実践力に生かしていく効果的な手段である｡
④教育資源(リソース)の活用
学校における最大の教育リソー スは,教師であ
る｡多くの教育資源を有する教師同士の確かな学
び合いが,その資質も能力も,学校の教育力も高
めていく大きな要素になる｡だからこそ,その技
について授業を介して学び合う機会は大事になっ
てくるし,具体的に学ぶことの意義は大きい｡
(2)課題
到達点にもとづき,K小学校研究推進プランと
して具体化を図ることが,今後の課題である｡
①学校教育目標と研究主題の一体化を図る
研究主題を学校経営の中で中心的な位置づけに
する｡授業と授業以外での子どもの育ちを連関さ
せ,学校でめざす子どもの姿がそのまま学校研究
でめざす子どもの姿とし,日常的な指導力の向上
を促進させる｡
②教員の必要感に応じた研究組織を構築する
研究組織の土台は,普段から関わりの多い学年
集団を基本とする｡しかし,それに固執すること
なく,教員の研究に対する主体性を尊重するため
に,多様な交わりや結び付きを奨励していく｡個々
の教員や学年の必要感に合わせて,柔軟にその推
進組織を変更できる素地を作ることにより,自己
の課題の解決に直結する研究として取組むことが
可能になる｡
③事実にもとづく事後研究会の実施
授業記録により子どもの事実から教師の手立て
を検証していくようにする｡研究授業後の研究会
では,子どもの事実と教師の手立てを常に関連づ
けながら,その有効性と改善点を問う話し合いに
する｡
④教育リソースを生かす具体的手立てを講じる
K小の最大の教育リソースは,豊かな教職経験
を持つベテラン教師が多いことである｡ベテラン
教師の様々な技が学び合える学校をめざしたい｡
しかし,大規模校ということもあり,学年単位で
研究を推進する意識が強く,それを超えた関わり
が少ない｡
それを打破するため,次の二点を手立てとして
講じていく｡
･全員が授業を見る ｢大研｣ を増やす｡
･研究推進のリー ダー(研究主任,副主任)が積極
的に同僚にヒアリングを行い,校内で意図的に
話し合いの場を作る｡
研究授業と日常の実践の往還により,質の高い
授業の創造と教師文化の継承を果たすことができ
ると考える｡
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